
１５年度後期：総合演習ゼミ：コンクリート工学（材料・施工） 

 

出題範囲： 

「フレッシュおよび硬化コンクリート」に関する基本事項 

コンクリート工学 フレッシュ／硬化コンクリート） 

 

問題 以下の文章のうち，記述が誤りものを３つ選び、小さい順に番号を記せ 

 

１．使用セメントの粉末度が高くなると、空気量は減少する。 

２．水セメント比が極端に大きいコンクリートは材料分離しやすい。 

３．水セメント比の大きいコンクリートほど、乾燥収縮は小さい。 

４．コンクリートの乾燥収縮は、セメントペーストの乾燥によりもたらされる。 

５．コンクリート中の空気量の存在は、クリープを減少させる傾向がある。 

６．一般に、コンクリートの温度が高くなると、ブリーディング量は減少する。 

７．静的破壊荷重の 80％以上の持続荷重を載荷しておくと、いずれコンクリートは破壊

する。 

８．コンクリートの圧縮強度に関して、供試体の加圧面に凹凸があると、加圧面が平面で

ある場合に比べ、強度は小さくなる。 

９．コンクリートの圧縮強度が高くなっても、圧縮強度に対する引張強度の比は変化しな

い。 

 

 



（コンクリート工学 フレッシュ／硬化コンクリート） 

 

 

正解：３．５．９． 

 

１．正しい：セメントが細かくなる（比表面積が大きくなると）と空気量は減少する。ま

た、空気量に影響を及ぼす他の要因としては、混和剤の種類と使用量、0.15～0.6mm

までの細骨材の量、コンクリートの温度、セメントの粉末度などがある。 

２．正しい：水セメント比が極端に大きいコンクリートは、モルタルの粘着性が小さくな

り、まさに水のような動きになる。そのため、材料分離しやすくなる。他に、材料分

離には、①単位水量が少なくなりすぎると、モルタルの粘着性が不足し、かえって分

離する傾向が大きくなる、②コンクリートの細骨材率を大きくすると材料分離しにく

くなる、③ＡＥ剤の使用は材料分離を低減させる、などの関連が見られる。 

３．誤 り：水セメント比が大きいコンクリートは、水セメント比が小さいコンクリート

より単位水量が大きくなるので、乾燥収縮は大きくなる。 

４．正しい：コンクリートの乾燥収縮は、主として、セメントペースト部分の収縮によっ

て生じる。骨材の乾燥収縮は、極めて小さい。また、乾燥収縮は、コンクリートの骨

材量の増加にともない減少することも注意しておきたい。 

５．誤 り：空気量の存在は、クリープを増加させる傾向がある。他に、クリープに関し

ては、①持続応力が大きいほど、クリープも大きくなる、②持続応力がコンクリート

強度の約 3 分の 1 以下の場合、クリープひずみは応力に比例する、③持続応力載荷時

の材齢が若いほど、載荷期間が長いほどクリープが大きい、④クリープは温度ととも

に増加し、温度が 20～80℃の範囲でほぼ比例関係にある、⑤水セメントが一定の場合、

セメントペースト量が多いものほどクリープも大きい、などの特徴が見られる。 

６．正しい：温度が高くなると凝結時間が短くなるため、ブリーディングの発生する時間

も短くなる。そのため、ブリーディング量は減少する。また、ブリーディングに影響

を及ぼす他の要因としては、セメントの比表面積、単位水量、打込み速度、１回の打

継ぎ高さ、などがある。 

７．正しい：静的破壊荷重の 80％以上の持続荷重を載荷しておくと、いずれコンクリート

は破壊する。これを静的疲労あるいはクリープ破壊という。 

８．正しい：加圧面が平面でないと支圧荷重が局所的に作用することになり、一様な圧縮

応力状態ではなくなる、結果、強度は低下する。 

９．誤 り：圧縮強度が高くなると、圧縮強度に対する引張強度の比は小さくなる。 



出題範囲： 

「コンクリート用材料」に関する基本事項 

（コンクリート工学 材料） 

 

問題 以下の文章のうち，記述が正しいものを３つ選び、小さい順に番号を記せ 

 

 

１０． 吸

水率は、表面乾燥飽水状態の骨材に含まれている全水量を絶対乾燥状態の骨材質量で

除した値を、百分率で表したものである。 

１１． セメントの主原料は、石灰石、粘土、けい石、石こう、鋼さいであるが、このう

ち最も多いのは、粘土である。 

１２． 減水剤は、セメント粒子を静電気的作用により互いに反発させ、コンクリートの

単位水量を減少させる。 

１３． セメントの粉末度が高いと一般にブリーディングが多くなる。 

１４． セメントのクリンカー化合物（C3S、C2S、C4 AF、C3 A）のなかで、長期強度の発

現に最も大きく寄与するものは、C3A である。 

１５． コンクリート用粗骨材は、10mm ふるいに重量で 85％以上とどまる骨材のことを

いう。 

１６． 絶

乾質量の 0.04％を超える塩分(NaCl 量に換算)を含む海砂は、鉄筋コンクリート用骨材

として使用できない。 

１７． フ

ライアッシュはそれ自身ほとんど水硬性がないが、コンクリート中においてポゾラン

反応を発揮して早期強度を増大させる。 

１８． 上水道水以外の水は、いかなる場合も使用することができない。 

 

 



（コンクリート工学 材料） 

 

 

正解：１．３．７． 

 

 

１０． 正しい：  

１１． 誤 り：セメント（1000kg）の主原料は、石灰石（約 1080kg）、粘土（約 220kg）、

けい石（約 60kg）、石こう（約 35kg） 、鉱さい（約 30kg）の順に多い。 

１２． 正しい：減水剤は、セメント粒子の表面に吸着し、静電気的な反発作用により、

セメント粒子を互いに分散させる効果を有しており、単位水量を減じても大きなワー

カビリティーを得ることができる。 

１３． 誤 り：粉末度が高いほど水と接触する表面積が大きくなるので水和反応が早く

なり、凝結は早くなる。また、水和反応の進行速度が速まれば、ブリーディング水は

減少する。 

１４． 誤 り：クリンカー化合物をそれぞれ単純に水和させた場合の圧縮強さは、C3S

＞C2S＞C4AF＞C3A となり、C3S が初期強度に最も大きく寄与している。 

１５． 誤 り：コンクリート用粗骨材は、5mm ふるいに重量で 85％以上とどまる骨材

のことをいう。 

１６． 正しい：海砂の塩分含有量が NaCl 換算で細骨材の絶乾質量の 0.04％以下であれ

ば、使用することができる。（JIS A 5308（レディーミクストコンクリート）） 

１７． 誤 り：フライアッシュ自体には水硬性はないが、可溶性のシリカ成分がセメン

トの水和の際に生成される水溶性の水酸化石灰と常温で徐々に化合して、不溶性の安

定なけい酸カルシウム水和物等をつくる、いわゆるポゾラン反応を発揮して長期強度

を増大させる。 

１８． 誤 り：下表に示す数値を満たせば、上水道水以外の水も使用することができる。

河川水、湖沼水、回収水など。 

 

 

 

 

 

 



表 上水道以外の水の品質 

項目 品質 

懸濁物質の量 ２g/ﾘｯﾄﾙ以下 

溶解性蒸発残留物の量 １g/ﾘｯﾄﾙ以下 

塩化物イオン量 200ppm 以下 

セメントの凝結時間の差 始発は 30 分以内、終結は 60 分以内 

モルタルの圧縮強さの比 材齢 7 日および材齢 28 日で 90％以上 

 

表 回収水の品質 

項目 品質 

塩化物イオン量 200ppm 以下 

セメントの凝結時間の差 始発は 30 分以内、終結は 60 分以内 

モルタルの圧縮強さの比 材齢 7 日および材齢 28 日で 90％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



出題範囲： 

「フレッシュおよび硬化コンクリート」に関する基本事項 

（コンクリート工学 フレッシュ／硬化コンクリート） 

 

問題 以下の文章のうち，記述が正しいものを３つ選び、小さい順に番号を記せ 

 

１９． 使用セメントの粉末度が高くなると、空気量は増加する。 

２０． 単位水量の少ないコンクリートほど材料分離しにくい。 

２１． 水セメント比の小さいコンクリートほど、乾燥収縮は小さい。 

２２． コンクリートの乾燥収縮は、骨材の乾燥によりもたらされる。 

２３． 水セメント比が小さいほど、クリープは大きい。 

２４． 一般に、セメントの比表面積が大きくなると、ブリーディング量は減少する。 

２５． 静的破壊荷重の 80％以上の持続荷重を載荷しておいても、載荷荷重は破壊荷重に  

達しない限りコンクリートは破壊しない。 

２６． コンクリートの圧縮強度は、水セメント比と強い相関関係にある。 

２７． コンクリートの圧縮強度が高くなっても、圧縮強度に対する引張強度の比は変化

しない。 

 

 



（コンクリート工学 フレッシュ／硬化コンクリート） 

 

 

正解：２１．２４．２６． 

 

 

１９． 誤 り：セメントが細かくなる（比表面積が大きくなると）と空気量は減少する。

また、空気量に影響を及ぼす他の要因としては、混和剤の種類と使用量、0.15～0.6mm

までの細骨材の量、コンクリートの温度、セメントの粉末度などがある。 

２０． 誤 り：単位水量が少なくなりすぎると、モルタルの粘着性が不足し、かえって

分離する傾向が大きくなる。他に、材料分離には、①水セメント比が極端に大きいコ

ンクリートは材料分離しやすい、②コンクリートの細骨材率を大きくすると材料分離

しにくくなる、③ＡＥ剤の使用は材料分離を低減させる、などの関連が見られる。 

２１． 正しい：水セメント比が小さいコンクリートは、水セメント比が大きいコンクリ

ートより単位水量が少なくなるので、乾燥収縮は小さくなる。 

２２． 誤 り：コンクリートの乾燥収縮は、主として、セメントペースト部分の収縮に

よって生じる。骨材の乾燥収縮は、極めて小さい。また、乾燥収縮は、コンクリート

の骨材量の増加にともない減少することも注意しておきたい。 

２３． 誤 り：クリープは小さくなる。他に、クリープに関しては、①持続応力が大き

いほど、クリープも大きくなる、②空気量の存在は、クリープを増加させる傾向があ

る、③持続応力がコンクリート強度の約 3 分の 1 以下の場合、クリープひずみは応力

に比例する、④持続応力載荷時の材齢が若いほど、載荷期間が長いほどクリープが大

きい、⑤クリープは温度とともに増加し、温度が 20～80℃の範囲でほぼ比例関係にあ

る、⑥水セメントが一定の場合、セメントペースト量が多いものほどクリープも大き

い、などの特徴が見られる。 

２４． 正しい：セメントの比表面積が大きくなると、水とセメントとの接触面積が大き

くなる。そのため、セメント粒子周囲に拘束される水量が増し、ブリーディング量は

減少する。また、ブリーディングに影響を及ぼす他の要因としては、コンクリートの

温度、単位水量、打込み速度、１回の打継ぎ高さ、などがある。 

２５． 誤 り：静的破壊荷重の 80％以上の持続荷重を載荷しておくと、いずれコンクリ

ートは破壊する。これを静的疲労あるいはクリープ破壊という。 

２６． 正しい：コンクリート圧縮強度と水セメント比との関係は、水セメント比説とし

て提唱されている。配合設計では、セメント水比と圧縮強度との間に直線関係が成り



立つことを利用している。なお、圧縮強度に影響を及ぼす要因として、使用材料の品

質（セメント、骨材、混和材料、練混ぜ水）、配合（水セメント比［水セメント比説、

空隙セメント比説］、空気量、混和材料、粗骨材の最大寸法）、施工条件（打込み、締

固め、養生方法［湿潤と乾燥、養生温度、打込み温度、凍結］）、試験方法（供試体の

形状寸法［円柱供試体の高さと直径の比l/d など］、荷重速度、載荷板の加圧面の影響、

湿式ふるいわけ、材齢）を挙げることができる。 

２７． 誤 り：圧縮強度が高くなると、圧縮強度に対する引張強度の比は小さくなる。 

 

 

 

 

 


